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登
場
人
物 

 

黒
崎
拓
也 
（
１
２
）
中
学
１
年
生 

 

市
野
瀬
美
子
（
１
２
）
ク
ラ
ス
メ
イ
ト 

 

緒
方
翔
平 

（
１
２
）
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。
サ
ッ
カ
ー
部 

 

高
橋
住
子 

（
１
２
）
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。
学
級
委
員
長 

 
 今

野
智
美 

（
１
２
）
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。
美
子
の
友
達 

 

山
口
幸
大 

（
１
２
）
ク
ラ
ス
メ
イ
ト 

 

田
中
裕
太 

（
３
４
）
担
任
の
先
生 

 

馬
場
宏
典 

（
５
２
）
社
会
の
先
生 

 

真
中 

 

女
子
生
徒
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ 

 

男
子
生
徒
Ａ 

 

数
学
教
師 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 1 

〇
中
学
校
・
廊
下
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
４
月
」 

 
 

 

静
か
な
廊
下
。 

 
〇
同
・
教
室 

 
 

 

３
０
名
程
の
ク
ラ
ス
。 

 
 

 

数
学
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

教
壇
に
立
つ
数
学
の
先
生
は
、
熱
心
に
授
業 

を
し
て
い
る
。 

数
学
教
師
「
い
い
か
、
数
学
っ
て
い
う
の
は
、
国
語 

な
ど
と
違
っ
て
、
正
解
は
一
つ
だ
か
ら
な
」 

先
生
の
話
に
集
中
し
て
聞
い
て
い
る
生
徒
達
。 

窓
側
の
一
番
後
ろ
の
席
に
座
っ
て
い
る
の
は
、 

中
学
２
年
生
の
黒
崎
拓
也
（
１
２
） 

机
に
は
、
数
学
の
教
科
書
と
ノ
ー
ト
が
綺
麗 

に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル 

と
、
赤
ペ
ン
、
消
し
ゴ
ム
も
綺
麗
に
並
べ
ら 

れ
い
る
。 

黒
崎
、
窓
の
景
色
を
ボ
ー
っ
と
眺
め
る
。 

黒
崎
「…

…

」 
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黒
崎
の
右
隣
に
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
、 

市
野
瀬
美
子
（
１
２
）
が
座
っ
て
お
り
、
熱 

心
に
黒
板
の
文
字
を
板
書
し
て
い
る
。 

黒
崎
、
黒
板
を
見
て
板
書
を
始
め
る
。 

 

〇
タ
イ
ト
ル
『
黒
板
職
人
黒
崎
君
』 

 

〇
同
・
中
庭 

 
 

 

ベ
ン
チ
で
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
３
人
の
女 

子
生
徒
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
の
右
端
の
下
に
は
、
「
日
直
、
黒
崎
、 

 
 

 

山
口
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
消
し
で
、
黒
板
に
書
か
れ
て
い 

る
数
学
の
公
式
を
消
し
て
い
る
。 

黒
崎
、
端
か
ら
端
ま
で
、
綺
麗
に
消
し
て
い 

く
。 

そ
の
目
は
、
真
面
目
で
真
剣
。 

教
室
で
弁
当
を
食
べ
て
い
る
女
子
生
徒
の
３ 
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人
グ
ル
ー
プ
。
一
人
が
小
声
で
、 

女
子
生
徒
Ａ
「
人
が
ご
飯
、
食
べ
て
い
る
時
、
普
通
、 

黒
板
消
す
？
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
ね
ぇ
。
チ
ョ
ー
ク
の
粉
が
舞
っ
て
マ 

ジ
で
迷
惑
」 

女
子
生
徒
Ｃ
「
こ
れ
だ
か
ら
、
男
子
は
」 

 
 

 

女
子
生
徒
の
話
し
声
は
黒
崎
に
は
、
聞
こ
え 

て
い
な
い
。 

黒
崎
、
黒
板
の
溝
に
溜
ま
っ
た
チ
ョ
ー
ク
の 

粉
を
ミ
ニ
ほ
う
き
で
真
ん
中
の
穴
に
集
め
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
は
美
し
い
程
に
綺
麗
。 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

静
か
な
教
室
。 

教
壇
で
は
、
担
任
の
田
中
裕
太
（
３
４
）
に 

よ
る
国
語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

田
中
、
白
の
チ
ョ
ー
ク
で
谷
川
俊
太
郎
の 

「
生
き
る
」
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。 

黒
崎
、
黒
板
の
文
字
を
板
書
す
る
。 

田
中
、
チ
ョ
ー
ク
に
力
を
入
れ
て
し
ま
い
チ 
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ョ
ー
ク
が
折
れ
て
し
ま
う
。 

折
れ
た
チ
ョ
ー
ク
が
床
に
落
ち
る
。 

田
中
を
見
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 
田
中
、
折
れ
た
チ
ョ
ー
ク
を
拾
い
上
げ
、
黒 

板
の
溝
の
中
央
に
あ
る
穴
に
入
れ
る
。 

 
 

 

何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に
新
し
い
チ
ョ
ー
ク 

で
、
文
章
を
書
き
始
め
る
田
中
。 

黒
崎
、
ノ
ー
ト
の
端
に
、
「
正
」
の
文
字
の 

一
角
目
を
書
く
。 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
響
く
教
室
。 

田
中
「
じ
ゃ
あ
、
今
日
は
、
こ
こ
ま
で
。
今
日
、
勉 

強
し
た
事
は
、
テ
ス
ト
に
必
ず
出
る
か
ら
、
必
ず 

各
自
で
復
習
す
る
事
。
で
は
挨
拶
」 

生
徒
達
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

田
中
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

 
 

 

教
室
が
、
少
し
騒
が
し
く
な
る
。 

 
 

 

田
中
、
振
り
返
り
、
黒
板
消
し
で
黒
板
の
文 

字
を
消
し
て
い
く
。 
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田
中
「
も
う
、
板
書
し
た
だ
ろ
。
消
す
ぞ
～
」 

 
 

 

大
雑
把
に
消
し
て
い
く
田
中
。 

黒
板
は
所
々
に
、
白
い
部
分
が
残
っ
て
お
り
、 

少
し
汚
い
。 

 
 

 
田
中
、
黒
板
消
し
を
置
い
て
、
教
室
を
出
て 

行
く
。 

 
 

 

黒
崎
の
ノ
ー
ト
の
端
に
は
、
「
正
」
の
文
字 

の
三
角
目
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
ノ
ー
ト
を
閉
じ
る
。 

 
 

 

突
然
、
美
子
が
黒
崎
に
、 

美
子
「
黒
崎
君
だ
よ
ね
？
」 

黒
崎
「
え
？
あ
、
う
ん
」 

美
子
「
今
日
の
日
直
」 

黒
崎
「
あ
、
う
ん
」 

美
子
「
黒
板
が
凄
く
綺
麗
だ
っ
た
か
ら
、
と
て
も
板 

書
し
や
す
か
っ
た
」 

黒
崎
「
あ
、
う
ん
」 

美
子
「
他
の
生
徒
だ
と
、
綺
麗
に
掃
除
し
な
い
か
ら
、 

黒
板
が
汚
く
て
、
見
え
づ
ら
い
ん
だ
よ
ね
」 
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黒
崎
「…

…

」 

美
子
「
何
か
、
コ
ツ
と
か
あ
る
の
？
」 

黒
崎
「
い
や
、
特
に
」 

美
子
「
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
黒
崎
君
が
、
黒
板
掃
除 

を
し
て
く
れ
た
ら
、
良
い
の
に
な
ぁ
」 

黒
崎
「…

…
」 

 
 

 

教
室
の
出
口
に
い
る
、
美
子
の
友
達
、
今
野 

智
美
（
１
２
）
が
、 

智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
！
次
、
体
育
だ
よ
」 

美
子
「
う
ん
。
（
振
り
返
り

）
」 

 
 

 

美
子
、
体
操
着
を
持
っ
て
、
教
室
の
出
口
ま 

で
、
小
走
り
で
向
か
う
美
子
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
男
子
生
徒
が
サ
ッ
カ
ー 

を
し
て
い
る
。 

遠
く
の
方
で
、
男
子
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
て
い 

る
女
子
生
徒
達
。 

美
子
も
誰
か
を
探
し
て
い
る
様
子
。 
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そ
の
中
で
、
目
立
つ
プ
レ
イ
を
す
る
の
は
、 

サ
ッ
カ
ー
部
の
緒
方
翔
平
（
１
２
）
ド
リ
ブ 

ル
で
、
３
人
の
生
徒
を
か
わ
し
、
右
足
を
振 

り
ぬ
く
。 

ボ
ー
ル
は
、
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
の
左
上
を
突
き 

刺
す
。 

 
 

 

緒
方
の
周
り
に
、
仲
間
の
生
徒
が
集
ま
り
、 

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
。 

緒
方
の
ゴ
ー
ル
を
見
て
い
た
女
子
生
徒
達
、 

女
子
生
徒
Ａ
「
か
っ
こ
い
い
ね
、
緒
方
君
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
サ
ッ
カ
ー
部
で
も
、
１
年
な
の
に
、 

す
ぐ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ん
だ
っ
て
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
へ
ー
、
凄
い
な
ぁ
」 

 
 

 

智
美
、
小
声
で
美
子
に
、 

智
美
「
緒
方
君
、
か
っ
こ
い
い
ね
」 

美
子
「…
…

う
ん
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
を
掃
除
し
て
い
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 
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黒
板
が
、
ど
ん
ど
ん
綺
麗
に
な
っ
て
い
く
。 

 
 

 

黒
崎
の
机
に
は
、
体
操
着
袋
が
、
開
か
ず
に 

置
か
れ
て
い
る
。 

 
〇
同
・
外
観
（
夕
方
） 

 
 

 

夕
日
に
染
ま
る
校
舎
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

か
ば
ん
を
持
っ
て
教
室
を
出
て
行
く
生
徒
達
。 

 
 

 

ま
た
黒
板
を
掃
除
し
て
い
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

か
ば
ん
を
持
っ
た
美
子
、
智
美
と
一
緒
に
教 

室
を
出
よ
う
と
す
る
が
、
黒
板
を
掃
除
し
て 

い
る
黒
崎
を
見
て
、
黒
崎
の
元
に
駆
け
寄
る
。 

美
子
「
黒
崎
君
、
日
直
、
お
疲
れ
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 
 

 

美
子
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。 

智
美
の
声
「
市
野
瀬
さ
ん
、
帰
ろ
う
」 

 
 

 

美
子
、
振
り
返
り
、 

美
子
「
う
ん
！
」 
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黙
々
と
黒
板
消
し
で
、
黒
板
を
掃
除
す
る
黒 

 
 

 

崎
。 

美
子
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 
 

 
黒
崎
に
背
を
向
け
て
、
教
室
を
出
て
行
く
美 

 
 

 

子
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
校
舎
裏 

 
 

 

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
緒
方
。 

 
 

 

座
っ
て
、
紙
パ
ッ
ク
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で 

い
る
の
は
、
緒
方
の
友
達
の
山
口
幸
大
（
１ 

２
） 

山
口
「
今
日
、
部
活
は
？
」 

緒
方
「
休
み
。
山
口
は
、
部
活
入
ら
な
い
の
？
」 

山
口
「
俺
は
、
い
い
か
な
」 

緒
方
「
て
か
、
今
日
、
お
前
、
日
直
だ
ろ
？
サ
ボ
っ 

て
て
い
い
の
か
よ
？
」 

山
口
「
あ
い
つ
、
名
前
な
ん
つ
っ
た
け
な
」 

緒
方
「
あ
ぁ
、
黒
崎
？
」 
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山
口
「
そ
う
、
黒
崎
が
や
っ
て
い
て
く
れ
る
か
ら
大 

丈
夫
だ
よ
」 

緒
方
「
あ
ん
ま
り
、
全
部
押
し
付
け
ん
な
よ
」 

山
口
「
大
丈
夫
だ
よ
。
そ
れ
よ
り
さ
、
市
野
瀬
さ
ん 

と
は
、
ど
う
な
の
？
」 

緒
方
「
え
？
別
に
何
も
ね
ぇ
よ
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

夕
日
の
光
が
差
し
込
む
廊
下
を
歩
く
、
か
ば 

ん
を
持
っ
た
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
外
観
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
５
月
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
の
右
端
の
下
に
は
「
日
直
、
鈴
木
、
真 

中
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

黒
板
消
し
で
、
黒
板
を
綺
麗
に
し
て
い
る
黒 

崎
。 
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黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

騒
が
し
い
、
教
室
内
。 

 
 

 

黙
々
と
、
黒
板
を
綺
麗
に
し
て
い
っ
た
黒
崎
、 

黒
板
消
し
を
、
黒
板
の
溝
に
置
く
。 

 
 

 
綺
麗
に
な
っ
た
黒
板
を
見
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…
」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
の
溝
の
中
央
に
２
つ
あ
る
箱
の 

左
側
に
あ
る
箱
を
開
け
る
。 

新
品
の
チ
ョ
ー
ク
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ 

の
中
か
ら
、
白
、
黄
、
赤
の
チ
ョ
ー
ク
を
溝 

に
置
く
。 

 
 

 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 
 

 

生
徒
達
が
、
一
斉
に
席
に
着
く
。 

 
 

 

黒
崎
も
、
自
分
の
席
に
向
か
う
。 

 
 

 

田
中
が
、
教
室
に
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

田
中
、
黒
板
を
見
て
、
一
瞬
、
立
ち
止
ま
り
、 

田
中
「
お
ぉ
」 

 
 

 

教
壇
に
向
か
い
立
つ
田
中
。 

田
中
「
お
は
よ
う
」 

生
徒
達
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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田
中
「
今
日
の
日
直
は…

…

」 

 
 

 

黒
板
の
右
端
の
下
を
見
る
田
中
、 

田
中
「
鈴
木
と
真
中
か…

…

黒
板
は
誰
が
綺
麗
に 

し
た
ん
だ
？
」 

 
 

 
お
調
子
者
の
真
中
が
手
を
挙
げ
て
、 

真
中
「
は
い
！
俺
で
～
す
」 

 
 

 

教
室
に
笑
い
が
起
こ
る
。 

田
中
「
お
前
、
意
外
と
綺
麗
好
き
な
ん
だ
な
」 

真
中
「
は
ぁ
い
」 

 
 

 

美
子
、
左
隣
の
黒
崎
を
見
る
。 

 
 

 

黒
崎
は
、
窓
の
景
色
を
見
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

教
室
で
は
、
席
に
着
い
て
寝
て
い
る
人
や
、 

読
書
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。 

教
室
の
前
の
左
端
で
は
、
黒
崎
が
黒
板
消
し 

ク
リ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
黒
板
消
し
を
綺
麗
に 

し
て
い
る
。 

指
先
に
神
経
を
集
中
す
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 
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真
剣
な
目
で
、
黒
板
消
し
を
上
下
に
滑
ら
す 

 
 

 

教
室
の
後
ろ
で
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
学 

級
委
員
長
の
高
橋
住
子
（
１
２
）
と
女
子
生 

徒
Ａ
、
Ｂ
。 

住
子
「
ま
る
で
、
か
ん
な
削
り
を
し
て
い
る
み
た
い
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
う
ん
。
職
人
だ…

…

」 

 
 

 

小
さ
く
拍
手
す
る
女
子
生
徒
Ｂ
。 

 
 

 

黒
板
消
し
ク
リ
ー
ナ
ー
の
電
源
を
切
る
黒
崎
。 

 
 

 

綺
麗
に
な
っ
た
黒
板
消
し
を
見
て
、 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
の
溝
に
黒
板
消
し
を
そ
っ
と
置
く
。 

 
 

 

黒
崎
の
元
に
向
か
う
住
子
と
、
女
子
生
徒
Ａ
、 

 
 

 

Ｂ
。 

住
子
「
黒
崎
君
！
」 

黒
崎
「
は
い
」 

住
子
「
黒
板
掃
除
、
お
疲
れ
」 

黒
崎
「…

…

」 

女
子
生
徒
Ａ
「
黒
崎
君
は
、
黒
板
掃
除
が
上
手
だ
ね
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
こ
れ
か
ら
、
黒
板
職
人
っ
て
呼
ん
で 

い
い
？
」 
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黒
崎
「
ご
自
由
に
」 

住
子
「
今
日
は
黒
崎
君
が
日
直
だ
っ
け
？
」 

黒
崎
「…

…

違
い
ま
す
」 

住
子
「
学
級
委
員
長
と
し
て
、
言
わ
し
て
も
ら
い
ま 

 

す
。
次
か
ら
は
、
あ
な
た
が
日
直
の
時
だ
け
、
黒 

板
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
で
も
、
高
橋
さ
ん
。
そ
う
な
る
と
、 

黒
崎
君
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
、
ど
ん
な
役
割
が
」 

住
子
「
静
か
に
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

無
言
で
、
黒
板
の
中
央
に
あ
る
、
箱
を
取
り 

出
す
。 

箱
に
は
、
折
れ
て
小
さ
く
な
っ
た
チ
ョ
ー
ク 

が
、
た
く
さ
ん
あ
る
。 

黒
崎
「
折
れ
た
チ
ョ
ー
ク
達
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い 

の
で
し
ょ
う
か
？
」 

住
子
「
そ
ん
な
も
ん
、
捨
て
て
し
ま
え
ば
？
」 

黒
崎
「
そ
れ
で
、
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

住
子
「…

…

別
に
良
い
で
し
ょ
」 

黒
崎
「
こ
の
子
達
は…

…

」 
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女
子
生
徒
Ｂ
、
小
声
で
、 

女
子
生
徒
Ｂ
「
こ
の
子
達
っ
て
」 

黒
崎
「
先
生
や
、
生
徒
、
学
校
に
殺
さ
れ
た
ん
だ
」 

住
子
「…

…

何
言
っ
て
ん
の
？
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
キ
モ
」 

女
子
生
徒
Ｂ
「
行
こ
う
」 

住
子
「
と
に
か
く
、
黒
板
掃
除
は
日
直
が
や
る
か
ら
」 

 
 

 

住
子
と
女
子
生
徒
Ａ
、
Ｂ
、
小
走
り
で
教
室 

を
出
て
行
く
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

廊
下
の
掲
示
板
の
前
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人 

だ
か
り
。 

掲
示
板
に
は
、
中
間
テ
ス
ト
成
績
の
順
位
が 

張
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

美
子
、
人
だ
か
り
の
後
ろ
の
方
で
、
つ
ま
先 

を
伸
ば
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
中
々
、
見
え
な
い
。 

人
だ
か
り
か
ら
出
て
き
た
智
美
、
美
子
に
、 
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智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
、
５
位
！
」 

美
子
「
え
？
本
当
に
？
」 

智
美
「
こ
こ
か
ら
、
見
え
な
い
？
」 

美
子
「
う
～
ん
」 

 
 

 
再
び
、
つ
ま
先
を
伸
ば
す
。
少
し
だ
け
見
え 

た
、
「
５
位
、
市
野
瀬
美
子
」
の
文
字
。 

美
子
「
あ
！
本
当
だ
」 

智
美
「
で
し
ょ
！
お
め
で
と
う
」 

 
 

 

両
手
を
握
り
合
う
美
子
と
智
美
。 

智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
は
、
か
わ
い
い
し
、
頭
も
良
く 

て
凄
い
な
ぁ

。
」 

 
 

 

手
を
離
す
美
子
と
智
美
。 

美
子
「
え
？
ま
ぁ
、
私
、
一
人
だ
け
の
力
じ
ゃ
な
い 

し…
…

」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

席
に
着
い
て
い
る
黒
崎
、
引
き
出
し
か
ら
社 

会
の
教
科
書
を
取
り
出
し
、
机
の
上
に
置
く
。 

席
に
着
く
美
子
。
隣
の
黒
崎
に
、 

美
子
「
ね
ぇ
、
黒
崎
君
」 
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黒
崎
「
う
ん
？
」 

美
子
「
中
間
テ
ス
ト
の
順
位
、
張
り
出
さ
れ
て
た
よ
」 

黒
崎
「
へ
ぇ
」 

美
子
「
見
た
？
」 

黒
崎
「
ま
だ
」 

美
子
「
黒
崎
君
が
、
黒
板
を
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く 

れ
て
る
お
か
げ
で
、
私
の
成
績
が
上
が
っ
た
よ
」 

黒
崎
「
い
や
、
別
に
僕
の
お
か
げ
で
は
」 

美
子
「
黒
崎
君
が
、
黒
板
を
綺
麗
に
す
る
と
、
板
書 

が
し
や
す
い
ん
だ
よ
ね
」 

黒
崎
「…

…

」 

美
子
「
あ
り
が
と
う
ね
」 

 
 

 

ニ
ッ
コ
リ
、
微
笑
む
美
子
。 

黒
崎
「
う
、
う
ん
」 

 
 

 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 
 

 

教
室
に
社
会
の
先
生
、
馬
場
弘
典
（
５
２
） 

 
 

 

が
入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

教
壇
に
向
か
い
立
つ
馬
場
。 

馬
場
「
で
は
、
社
会
の
授
業
を
始
め
た
い
と
思
い
ま 

す
」 
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教
室
は
、
少
し
騒
が
し
い
。 

 
 

 

後
ろ
の
入
り
口
か
ら
、
遅
れ
て
入
っ
て
く
る 

男
子
生
徒
。 

後
ろ
を
振
り
返
り
、
た
め
息
を
す
る
住
子
。 

馬
場
「
は
い
、
み
ん
な
は
、
ち
ゃ
ん
と
教
科
書
は
持 

っ
て
き
た
か
な
？
」 

 
 

 

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
馬
場
。 

馬
場
「…

…

は
い
」 

後
ろ
を
振
り
返
り
、
黒
板
を
見
る
。 

綺
麗
に
さ
れ
て
い
る
黒
板
を
見
て
、 

馬
場
「…

…

」 

 
 

 

今
一
度
、
生
徒
達
を
見
る
。
生
徒
達
は
、
お 

喋
り
を
し
て
お
り
、
寝
て
い
る
人
ま
で
い
る
。 

 
 

 

黒
板
消
し
を
手
に
取
る
馬
場
。 

 
 

 

黒
板
消
し
も
綺
麗
に
さ
れ
て
い
て
、
溝
の
部 

分
に
は
、
新
品
の
チ
ョ
ー
ク
が
３
色
、
並
べ 

ら
れ
て
い
る
。 

馬
場
「…

…

」 

 
 

 

窓
の
景
色
を
見
て
い
る
黒
崎
。 

 
 

 

美
子
の
斜
め
右
の
席
に
座
っ
て
い
る
緒
方
、 
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後
ろ
を
振
り
返
り
、
美
子
を
見
る
。 

緒
方
の
視
線
に
気
づ
い
た
美
子
、
口
パ
ク
で
、 

美
子

「
（

前
、
向
い
て

）
」 

緒
方

「
（

嫌
だ

）
」 

 
 

 
微
笑
む
美
子
。
前
を
向
く
緒
方
。 

 
 

 

黒
崎
は
、
ま
だ
窓
の
景
色
を
見
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

馬
場
（
Ｍ
）
「
誰
だ
？
黒
板
を
掃
除
し
た
の
は
」 

 

〇
同
・
外
観 

 
 

 

Ｔ
「
６
月
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

男
子
ト
イ
レ
か
ら
出
て
き
た
黒
崎
、
手
を
ハ 

ン
カ
チ
で
拭
い
て
い
る
。 

廊
下
を
歩
く
と
、
前
方
か
ら
美
子
と
智
美
が 

並
ん
で
歩
い
て
い
る
。 

智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
、
ど
こ
の
高
校
、
受
験
す
る
か 

決
め
た
？
」 

美
子
「
一
応
、
桜
高
」 
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智
美
「
桜
高
！
や
っ
ぱ
り
、
凄
い
ね
」 

 
 

 

美
子
と
す
れ
違
う
黒
崎
。 

美
子
「
黒
崎
君
、
お
は
よ
う
」 

黒
崎
「
あ
、
お
は
よ
う
」 

 
 

 
廊
下
を
歩
き
続
け
る
黒
崎
。 

 
 

 

後
ろ
か
ら
、
美
子
と
智
美
の
話
声
が
聞
こ
え 

る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

教
室
に
入
っ
て
き
た
黒
崎
。 

 
 

 

黒
板
の
溝
に
チ
ョ
ー
ク
が
無
い
事
に
気
付
く
。 

 
 

 

溝
の
真
ん
中
に
あ
る
箱
を
開
け
る
と
、
中
に 

も
チ
ョ
ー
ク
が
無
い
。 

黒
崎
、
教
室
の
前
方
の
左
端
に
あ
る
先
生
の 

机
に
座
っ
て
い
る
田
中
に
、 

黒
崎
「
先
生
」 

田
中
「
う
ん
？
」 

黒
崎
「
チ
ョ
ー
ク
が
無
い
の
で
す
が
」 

田
中
「
あ
ぁ
、
悪
い
な
。
社
会
の
馬
場
先
生
の
所
に
、 
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取
り
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
か
？
」 

黒
崎
「
は
い
」 

田
中
「
視
聴
覚
教
室
の
隣
の
部
屋
に
い
る
か
ら
」 

黒
崎
「
分
か
り
ま
し
た
」 

 
 

 
黒
崎
、
教
室
を
出
て
行
く
。 

 

〇
同
・
視
聴
覚
教
室
の
隣
の
部
屋
前 

 
 

 

ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
黒
崎
。 

 
 

 

中
か
ら
、 

馬
場
の
声
「
ど
う
ぞ
」 

黒
崎
「
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 

黒
崎
、
部
屋
に
入
る
。 

 

〇
同
・
視
聴
覚
教
室
の
隣
の
部
屋 

 
 

 

部
屋
に
入
っ
て
き
た
黒
崎
。 

黒
崎
「
す
い
ま
せ
ん
」 

 
 

 

机
で
プ
リ
ン
ト
整
理
を
し
て
い
た
馬
場
、 

馬
場
「
は
い
？
」 

黒
崎
「
チ
ョ
ー
ク
が
無
く
な
っ
た
の
で
、
取
り
に
来 

ま
し
た
」 
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馬
場
「
あ
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」 

 
 

 

席
か
ら
、
立
ち
あ
が
り
棚
に
向
か
う
馬
場
。 

 
 

 

棚
か
ら
、
チ
ョ
ー
ク
の
箱
を
取
り
出
し
、 

馬
場
「
白
、
１
０
本
ぐ
ら
い
？
」 

黒
崎
「
白
５
本
に
、
黄
色
３
本
、
青
１
に
、
赤
１
で
」 

馬
場
「…

…
随
分
、
細
か
い
ん
だ
ね
」 

黒
崎
「
ど
の
先
生
が
、
何
本
折
っ
て
、
ど
ん
な
色
を 

よ
く
使
う
の
か
、
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
る
の
で
」 

馬
場
「
そ
う
か
、
そ
れ
は
偉
い
ね
」 

 
 

 

白
の
チ
ョ
ー
ク
５
本
を
黒
崎
に
渡
す
馬
場
。 

馬
場
「
そ
う
や
っ
て
、
記
録
し
て
い
る
と
、
無
駄
が 

出
な
い
か
ら
良
い
ね
」 

 
 

 

受
け
取
る
黒
崎
、 

黒
崎
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

馬
場
「
後
は
、
黄
色
３
に
、
青
１
、
赤
１
ね
」 

 
 

 

言
わ
れ
た
本
数
の
チ
ョ
ー
ク
を
準
備
す
る
馬 

場
。 

馬
場
「
も
し
か
し
て
、
君
が
い
つ
も
、
黒
板
を
綺
麗 

に
し
て
る
の
か
な
？
」 

黒
崎
「…

…

」 
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馬
場
「
僕
ね
、
あ
の
黒
板
で
授
業
す
る
の
が
、
と
て 

も
大
好
き
で
ね
。
何
よ
り
気
持
ち
が
い
い
ん
だ
」 

 
 

 

チ
ョ
ー
ク
を
黒
崎
に
渡
す
馬
場
。 

馬
場
「
あ
り
が
と
う
ね
」 

 
 

 
チ
ョ
ー
ク
を
受
け
取
る
黒
崎
、 

黒
崎
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

部
屋
を
出
て
行
く
黒
崎
。 

馬
場
「…

…

（
微
笑
む

）
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
消
し
で
、
黒
板
を
綺
麗
に
し
て
い
る
黒 

崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

教
室
の
後
ろ
で
腕
組
を
し
な
が
ら
黒
崎
を
見 

て
い
る
住
子
。 

住
子
「…
…

チ
ッ
」 

 
 

 

黒
崎
は
、
清
々
し
い
顔
で
黒
板
を
綺
麗
に
し 

て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 
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〇
同
・
廊
下
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
７
月
」 

 
 

 

教
室
か
ら
、
住
子
の
声
が
す
る
。 

 
〇
同
・
教
室 

 
 

 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
ク
ラ
ス
。 

 
 

 

教
壇
に
は
、
住
子
が
立
っ
て
い
る
。 

住
子
「
学
級
委
員
長
と
し
て
、
こ
の
事
態
を
見
逃
す 

訳
に
は
い
け
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

住
子
の
声
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
達
。 

 
 

 

田
中
も
、
席
に
着
き
話
を
聞
い
て
い
る
。 

田
中
「…

…

」 

住
子
「
黒
崎
君
が
、
日
直
で
は
無
い
時
に
も
関
わ
ら 

ず
、
黒
板
を
掃
除
す
る
事
は
、
そ
の
日
、
日
直
の 

人
の
仕
事
を
奪
う
事
に
な
る
の
で
す
。
果
た
し
て 

そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

真
中
「
俺
は
、
仕
事
が
減
る
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
だ
け
ど
」 

住
子
「
そ
れ
は
ダ
メ
で
す
。
そ
も
そ
も
、
真
中
君
み 

た
い
な
人
が
い
る
か
ら
、
私
は
こ
う
し
て
、
み
ん 

な
の
前
で
話
を
し
て
る
ん
で
す
」 
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真
中
「…

…

」 

女
子
生
徒
Ａ
「
で
も
、
黒
崎
君
が
掃
除
し
た
黒
板
は 

綺
麗
だ…

…

け
ど
」 

住
子
「
確
か
に
、
黒
崎
君
の
黒
板
を
綺
麗
に
す
る
技 

術
は
認
め
ま
す
。
で
し
た
ら
、
そ
の
技
術
を
ク
ラ 

ス
の
み
ん
な
に
広
め
て
、
み
ん
な
が
平
等
に
」 

男
子
生
徒
Ａ
「
あ
ん
な
技
術
、
マ
ネ
出
来
ね
ぇ
よ
」 

 
 

 

ク
ラ
ス
が
騒
が
し
く
な
る
。 

住
子
「
第
一
、
ク
ラ
ス
の
輪
を
乱
す
の
は
、
良
く
な 

い
事
だ
と
思
い
ま
す
」 

 
 

 

田
中
、
口
を
隠
し
な
が
ら
、
欠
伸
を
す
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
を
見
る
美
子
。 

美
子
「…

…

」 

 
 

 

緒
方
、
後
ろ
を
振
り
返
り
、
黒
崎
に
、 

緒
方
「
黒
崎
！
お
前
は
、
ど
う
な
ん
だ
よ
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
そ
れ
と
、
あ
と
一
つ
、
黒
崎
君
に
は
２
年
生 

に
な
る
ま
で
金
輪
際
、
黒
板
を
掃
除
す
る
事
を
禁 

止
し
ま
す
」 
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緒
方
「
お
前
が
勝
手
に
決
め
ん
な
よ
」 

住
子
「
全
て
は
平
等
の
為
で
す
。
黒
崎
君
は
今
ま
で 

に
他
の
生
徒
の
何
倍
以
上
も
黒
板
掃
除
を
し
て
ま 

す
」 

黒
崎
「
僕
は…

…

」 

 
 

 

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、
黒
崎
に
注
目
す
る
。 

黒
崎
「…

…

高
橋
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
し
ま
す
」 

美
子
「…

…

（
黒
崎
を
見
る

）
」 

緒
方
「…

…

」 

住
子
「
は
い
。
で
は
、
黒
板
掃
除
は
従
来
の
通
り 

日
直
の
人
が
す
る
と
言
う
事
で
良
い
で
す
か
？
」 

 
 

 

拍
手
が
パ
ラ
パ
ラ
起
こ
り
、
次
第
に
大
き
く 

な
る
。 

美
子
も
戸
惑
い
な
が
ら
小
さ
く
拍
手
す
る
。 

田
中
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
で
決
ま
り
だ
な
。
今 

日
も
一
日
、
頑
張
っ
て
こ
う
！
」 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
外
観
（
夕
方
） 

 
 

 

夕
日
に
染
ま
る
校
舎
。 
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〇
同
・
視
聴
覚
教
室
の
隣
の
部
屋 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
に
お
茶
を
運
ぶ
馬
場
。 

 
 

 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
黒
崎
。 

手
に
は
、
小
さ
な
銀
の
箱
を
持
っ
て
い
る
。 

馬
場
「
は
い
、
ど
う
ぞ
」 

黒
崎
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

黒
崎
の
対
面
に
座
る
馬
場
。 

馬
場
「
そ
う
か
、
そ
れ
は
仕
方
な
い
ね
。
ク
ラ
ス
の 

 

決
ま
り
事
な
ら
」 

黒
崎
「…

…

は
い
」 

 
 

 

馬
場
、
黒
崎
が
持
っ
て
い
る
銀
の
箱
を
見
て
、 

馬
場
「
そ
れ
は
？
」 

 
 

 

黒
崎
、
銀
の
箱
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て
、 

黒
崎
「
折
れ
て
短
く
な
っ
た
チ
ョ
ー
ク
達
で
す
」 

 
 

 

銀
の
箱
に
は
、
短
く
な
っ
た
様
々
な
色
の
チ 

ョ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
。 

 
 

 

銀
の
箱
を
手
に
取
る
馬
場
。 

黒
崎
「
ど
う
、
処
分
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
」 

馬
場
「…

…

そ
う
か
」 

黒
崎
「
チ
ョ
ー
ク
の
貢
献
度
っ
て
、
結
構
、
大
き
い 
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と
思
う
ん
で
す
。
チ
ョ
ー
ク
が
無
い
と
、
授
業
が 

出
来
な
い
し
、
授
業
が
出
来
な
い
と
、
勉
強
が
出 

来
な
い
」 

馬
場
「…

…

（
微
笑
む

）
」 

黒
崎
「
良
い
高
校
に
も
入
れ
な
く
て
、
良
い
大
学
に 

も
入
れ
な
い
。
最
終
的
に
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
と 

思
う
ん
で
す
」 

馬
場
「
そ
う
か
な
」 

黒
崎
「
え
？
」 

馬
場
「
そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
よ
」 

黒
崎
「…

…

」 

馬
場
「
黒
崎
君
は
誰
か
好
き
な
人
い
る
？
」 

黒
崎
「
い
え
」 

馬
場
「
誰
か
を
好
き
に
な
っ
て
、
そ
の
人
の
笑
顔
を 

見
ら
れ
る
だ
け
で
も
、
幸
せ
の
一
つ
な
ん
じ
ゃ
な 

い
か
な
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

馬
場
「
話
は
変
わ
る
け
ど
、
チ
ョ
ー
ク
っ
て
、
儚
い 

よ
ね
」 

黒
崎
「…

…

」 
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馬
場
「
鉛
筆
と
か
は
、
落
ち
て
も
芯
が
折
れ
る
だ
け
。 

 

ま
た
削
っ
て
再
び
使
え
る
」 

黒
崎
「…

…

」 

馬
場
「
で
も
、
チ
ョ
ー
ク
は
折
れ
た
ら
、
中
々
、
使 

う
事
は
難
し
い
」 

黒
崎
「…

…
」 

 
 

 

馬
場
、
銀
の
箱
か
ら
一
本
、
白
の
チ
ョ
ー
ク 

を
取
り
出
す
。 

馬
場
「
で
も
、
こ
れ
は
、
ま
だ
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い 

の
か
な
？
」 

 
 

 

馬
場
、
黒
崎
に
チ
ョ
ー
ク
を
渡
す
。 

 
 

 

受
け
取
る
黒
崎
。 

黒
崎
「
そ
う
で
す
ね
（
チ
ョ
ー
ク
を
見
て

）
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

教
室
に
入
っ
て
き
た
黒
崎
。 

 
 

 

真
ん
中
の
席
に
腰
か
け
て
い
る
山
口
、
窓
の 

景
色
を
見
て
い
る
。 

教
室
に
は
黒
崎
と
山
口
し
か
い
な
い
。 

山
口
、
振
り
返
り
、 
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山
口
「
あ
、
ま
だ
い
た
の
か
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 
 

 

黒
崎
、
銀
の
箱
を
黒
板
に
戻
し
に
向
か
う
。 

 
 

 

山
口
、
そ
れ
を
見
て
、 

山
口
「
日
直
、
お
前
に
全
部
、
押
し
付
け
て
ゴ
メ
ン 

な
」 

黒
崎
「
別
に
大
丈
夫
だ
よ
」 

山
口
「
お
前
っ
て
偉
い
よ
な
」 

 
 

 

黒
崎
、
振
り
返
り
、 

黒
崎
「
え
？
何
が
？
」 

山
口
「
友
達
も
い
な
い
の
に
、
毎
日
、
学
校
来
て
」 

黒
崎
「…

…

」 

山
口
「
俺
は
耐
え
ら
れ
な
い
な
」 

黒
崎
「
今
日
、
山
口
君
は
保
健
室
に
い
た
の
？
」 

山
口
「
何
で
知
っ
て
る
の
？
」 

黒
崎
「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
い
な
か
っ
た
か
ら
」 

山
口
「
俺
の
事
な
ん
か
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
奴
い 

た
ん
だ
」 

黒
崎
「…

…

い
る
よ
」 

山
口
「…

…

」 
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黒
崎
、
銀
の
箱
か
ら
、
短
い
チ
ョ
ー
ク
を
取 

り
出
し
、 

黒
崎
「
こ
の
チ
ョ
ー
ク
だ
っ
て
、
ま
だ
使
え
る
。
山 

口
君
に
、
何
が
あ
っ
た
か
知
ら
な
い
け
ど
、
こ
の 

銀
の
箱
に
あ
る
限
り
、
折
れ
て
も
、
短
く
な
っ
て 

も
、
ま
だ
使
え
る
」 

山
口
「
お
、
お
ぅ
」 

黒
崎
「
そ
れ
に
さ
っ
き
、
山
口
君
は
僕
に
友
達
が
い 

な
い
と
言
っ
た
が
、
僕
に
は
黒
板
と
い
う
友
達
が 

い
る
」 

山
口
「…

…

う
ん
」 

 
 

 

山
口
、
か
ば
ん
を
持
っ
て
、 

山
口
「
何
か
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

山
口
、
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
教
室
を
出
て
行
く
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
を
見
て
触
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
黒
崎
家
・
表
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
「
８
月
」 
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「
黒
崎
」
の
表
札
。 

 

〇
同
・
キ
ッ
チ
ン 

 
 

 

冷
蔵
庫
を
開
け
て
、
牛
乳
を
取
り
出
す
黒
崎
。 

 
 

 
扉
を
閉
め
て
、
牛
乳
を
紙
パ
ッ
ク
の
ま
ま
飲 

む
。 

 
 

 

冷
蔵
庫
に
は
小
さ
い
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
が
張 

ら
れ
て
い
る
。 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
は
、
綺
麗
に
消
さ
れ
て
お 

ら
ず
、
所
々
に
黒
い
文
字
が
残
っ
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

扉
を
開
け
て
、
牛
乳
を
し
ま
う
。 

 
 

 

扉
を
閉
め
て
、
ペ
ン
の
後
ろ
に
付
い
て
い
る 

ス
ポ
ン
ジ
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
を
綺
麗
に
す 

る
黒
崎
。 

黒
崎
「…
…

」 

 

〇
中
学
校
・
外
観 

 
 

 

Ｔ
「
９
月
」 
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〇
同
・
教
室 

 
 

 

騒
が
し
い
教
室
内
。 

 
 

 

黒
板
の
前
に
立
っ
て
い
る
黒
崎
。 

 
 

 

黒
板
は
綺
麗
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
消
し
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
突 

 
 

 

然
、
住
子
に
腕
を
つ
か
ま
れ
る
。 

住
子
「
あ
れ
？
あ
な
た
、
黒
板
に
用
は
無
い
は
ず
よ 

ね
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
あ
な
た
み
た
い
に
、
一
番
静
か
な
人
が
、
ク 

ラ
ス
の
輪
を
乱
す
の
よ
ね
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

住
子
、
黒
崎
の
手
を
離
し
、 

住
子
「
は
い
！
今
日
の
日
直
は
、
今
野
さ
ん
！
黒
板 

が
汚
れ
て
る
！
（
手
を
叩
き
な
が
ら

）
」 

 
 

 

黒
崎
、
右
手
を
握
り
し
め
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
廊
下
（
朝
） 
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Ｔ
「
１
０
月
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

教
室
で
は
、
国
語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
田
中
、
汚
い
黒
板
に
文
字
を
書
い
て
い
く
。 

 
 

 

板
書
を
す
る
黒
崎
。 

 
 

 

美
子
も
、
板
書
を
す
る
が
見
え
づ
ら
そ
う
に 

 
 

 

し
て
い
る
。 

美
子
「…

…

（
た
め
息

）
」 

 
 

 

美
子
を
見
る
黒
崎
、 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
外
観
（
夕
方
） 

 
 

 

Ｔ
「
１
１
月
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

黒
崎
、
廊
下
を
歩
く
。 

 
 

 

掲
示
板
に
張
ら
れ
て
い
る
順
位
表
が
視
界
に 

入
り
、
立
ち
止
ま
る
。 

「
３
０
位
、
市
野
瀬
美
子
」
の
文
字
を
見
つ 
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け
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
図
書
室 

 
 

 
静
か
な
図
書
室
。 

 
 

 

勉
強
を
し
て
い
る
美
子
。
向
か
い
に
は
緒
方 

が
座
っ
て
い
る
。 

美
子
「…

…

」 

緒
方
「
な
ぁ
、
美
子
（
小
声
で

）
」 

美
子
「
何
？
」 

緒
方
「
今
日
も
カ
ラ
オ
ケ
行
こ
う
ぜ
」 

美
子
「…

…

翔
平
君
。
も
う
一
緒
に
勉
強
す
る
の 

 

止
め
よ
う
か
」 

緒
方
「
何
だ
よ
、
急
に
」 

美
子
「
最
初
は
ね
、
緒
方
君
の
お
陰
で
成
績
も
上
が 

っ
た
け
ど
、
付
き
合
い
始
め
て
か
ら
、
下
が
っ
て 

き
て
る
し
」 

緒
方
「
別
れ
る
っ
て
事
？
」 

美
子
「
う
う
ん
。
一
緒
に
勉
強
す
る
の
は
止
め
よ
う 

っ
て
事
。
今
ま
で
通
り
一
緒
に
帰
っ
た
り
は
し
よ 
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う
ね
」 

緒
方
「…

…

分
か
っ
た
」 

美
子
「
ご
め
ん
ね
」 

 
〇
同
・
前
（
夕
方
） 

 
 

 

Ｔ
「
１
２
月
」 

 
 

 

下
校
す
る
生
徒
達
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

綺
麗
に
さ
れ
て
い
な
い
黒
板
を
見
て
い
る
黒 

崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

教
室
に
住
子
が
入
っ
て
来
る
。 

住
子
「
ま
だ
、
帰
っ
て
な
か
っ
た
の
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
早
く
帰
り
な
さ
い
よ
！
」 

黒
崎
「
高
橋
さ
ん
」 

住
子
「
何
？
」 

黒
崎
「
僕
に
黒
板
を
掃
除
さ
せ
て
下
さ
い
」 

 
 

 

住
子
に
頭
を
下
げ
る
黒
崎
。 
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住
子
「
今
日
の
日
直
は
、
真
中
君
か…

…

」 

黒
崎
「…

…

（
頭
を
下
げ
た
ま
ま

）
」 

住
子
「
明
日
、
私
の
方
か
ら
注
意
し
と
き
ま
す
。
そ 

れ
に
、
こ
の
黒
板
は
汚
い
の
で
、
明
日
の
日
直
の 

今
野
さ
ん
に
朝
一
に
掃
除
を
し
て
も
ら
い
ま
す
」 

 
 

 

住
子
、
教
室
の
出
口
に
向
か
う
。 

黒
崎
「…

…

（
頭
を
上
げ
る

）
」 

 
 

 

住
子
、
教
室
の
出
口
で
立
ち
止
ま
り
、 

住
子
「
も
し
、
明
日
の
朝
、
黒
板
が
綺
麗
に
な
っ
て 

 

た
ら
、
あ
な
た
は
も
う
こ
の
ク
ラ
ス
に
い
ら
れ
な 

い
と
思
っ
て
ね
」 

 
 

 

教
室
を
出
て
行
く
住
子
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
を
見
て
、
黒
板
消
し
を
触
ろ
う 

と
す
る
。 

黒
崎
「…
…

」 

 

〇
同
・
前
（
朝
） 

 
 

 

登
校
す
る
生
徒
達
。 
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〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
の
前
は
生
徒
達
で
、
ご
っ
た
返
し
て
い 

る
。 

教
室
に
入
っ
て
き
た
美
子
、
黒
板
の
方
へ
向 

か
う
。 

黒
板
が
、
と
て
も
綺
麗
に
な
っ
て
い
る
。 

真
中
「
俺
じ
ゃ
ね
ぇ…

…

よ
」 

 
 

 

腕
組
み
を
し
て
い
る
住
子
。 

住
子
「…

…

じ
ゃ
あ
、
今
野
さ
ん
な
の
？
」 

智
美
「
私
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

美
子
「
黒
崎
君
だ
よ
！
き
っ
と
黒
崎
君
が
綺
麗
に
し 

 

て
く
れ
た
ん
だ
よ
！
」 

住
子
「…

…

チ
ッ
」 

 
 

 

田
中
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
。 

田
中
「
お
ー
い
、
ど
う
し
た
ん
だ
？
み
ん
な
集
ま
っ 

て
」 

住
子
「
先
生
！
今
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
私
に
時
間 

を
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」 

田
中
「
お
、
お
う
」 

 
 

 

後
ろ
の
入
り
口
か
ら
、
教
室
に
入
っ
て
き
た 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 39 

黒
崎
。 

住
子
「
来
た
（
黒
崎
に
気
付
い
て

）
」 

美
子
「
黒
崎
君
（
微
笑
み
な
が
ら

）
」 

 
 

 

黒
崎
、
黙
っ
た
ま
ま
、
自
分
の
席
に
着
く
。 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

教
壇
に
立
つ
住
子
。 

 
 

 

席
に
着
い
て
い
る
生
徒
達
と
田
中
。 

住
子
「
み
な
さ
ん
お
分
か
り
の
通
り
、
黒
板
が
い
つ 

も
と
違
い
ま
す
。
昨
日
の
日
直
は
真
中
君
で
、
今 

日
の
日
直
が
今
野
さ
ん
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
担
当
直
入
に
聞
き
ま
す
。
黒
崎
君
、
あ
な
た 

が
綺
麗
に
し
た
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

静
か
な
教
室
内
。 

美
子
「…

…

（
黒
崎
を
見
る

）
」 

黒
崎
「…
…

僕
が
綺
麗
に
し
ま
し
た
」 

 
 

 

住
子
、
た
め
息
を
す
る
。 

住
子
「
ル
ー
ル
を
破
っ
た
ん
で
す
ね
？
」 

黒
崎
「
は
い
」 

 
 

 

教
室
が
騒
が
し
く
な
る
。 
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住
子
「
困
り
ま
し
た
ね
～
私
達
の
ク
ラ
ス
に
、
ル
ー 

ル
を
破
る
人
が
い
る
な
ん
て
。
で
も
、
ど
う
し
て
、 

ル
ー
ル
を
破
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

黒
崎
「…

…

」 
住
子
「
は
っ
き
り
言
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
破
る
人
が 

私
達
の
ク
ラ
ス
に
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

美
子
「…

…

」 

 
 

 

美
子
が
、
急
に
立
ち
上
が
る
。 

住
子
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
市
野
瀬
さ
ん
」 

美
子
「…

…

こ
の
ク
ラ
ス
に
、
い
ら
な
い
人
な
ん 

て
い
ま
せ
ん
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「…

…

」 

美
子
「
み
ん
な
、
み
ん
な
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」 

黒
崎
「…
…

」 

山
口
「…

…

俺
も
そ
う
思
う
」 

美
子
「
黒
崎
君
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
に
必
要
な
人
間
で 

す
」 

住
子
「…

…

」 
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田
中
「
も
う
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
な
っ
」 

住
子
「…

…

は
い
」 

 
 

 

椅
子
に
座
る
美
子
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

教
壇
に
立
つ
馬
場
。
社
会
の
授
業
が
行
わ
れ 

て
い
る
。 

 
 

 

馬
場
、
黒
板
に
文
字
を
書
い
て
い
く
。 

馬
場
「…

…

（
微
笑
み
な
が
ら

）
」 

 
 

 

板
書
を
し
て
い
る
美
子
。
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
置 

い
て
、
隣
の
黒
崎
に
小
声
で
、 

美
子
「
見
え
や
す
い
（
笑
顔

）
」 

黒
崎
「…

…

う
ん
」 

 
 

 

美
子
、
再
び
、
板
書
を
始
め
る
。 

黒
崎
「…

…

（
美
子
を
見
る

）
」 

 
 

 

馬
場
の
後
ろ
姿
を
見
る
黒
崎
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
視
聴
覚
教
室
の
隣
の
部
屋
（
夕
方
） 

 
 

 

馬
場
、
黒
崎
に
、 

馬
場
「
誰
か
を
好
き
に
な
っ
て
、
そ
の
人
の
笑
顔
を 
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見
ら
れ
る
だ
け
で
も
、
幸
せ
の
一
つ
な
ん
じ
ゃ
な 

い
か
な
？
」 

 

〇
同
・
教
室
（
朝
） 

 
 

 
馬
場
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…
（
少
し
笑
う

）
」 

 
 

 

板
書
を
始
め
る
黒
崎
。 

 
 

 

遠
く
の
席
か
ら
黒
崎
を
見
る
住
子
。 

住
子
「…

…

」 

 

〇
同
・
廊
下
（
夕
方
） 

 
 

 

夕
日
の
光
が
差
し
込
む
廊
下
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
の
前
に
立
っ
て
い
る
黒
崎
。 

 
 

 

右
手
に
は
白
の
チ
ョ
ー
ク
を
握
っ
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
白
の
チ
ョ
ー
ク
で
黒
板
の
右
端
の
下 

に
「
市
野
瀬
さ
ん
が
好
き
」
と
、
文
字
を
書 

く
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 43 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

教
室
に
美
子
が
入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

黒
崎
、
慌
て
て
文
字
の
上
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を 

使
っ
て
、
プ
リ
ン
ト
を
か
ぶ
せ
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

美
子
「
ど
う
し
た
の
？
黒
崎
君
」 

黒
崎
「
あ
、
い
や
」 

美
子
「
う
ん
（
不
思
議
そ
う
な
顔

）
」 

 
 

 

美
子
、
自
分
の
席
に
向
か
い
、
引
き
出
し
か 

ら
、
何
か
を
探
し
て
い
る
。 

黒
崎
「
今
日
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」 

美
子
「
あ
ぁ
、
私
も
ね
、
黒
崎
君
に
は
黒
板
を
掃
除 

し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
、
ク
ラ
ス
で 

い
ら
な
い
人
な
ん
か
い
な
い
し
」 

黒
崎
「
こ
れ
で
、
市
野
瀬
さ
ん
の
成
績
も
上
が
る
か 

な
？
」 

美
子
「
あ
ぁ
、
う
ん
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

美
子
、
引
き
出
し
か
ら
、
数
学
の
教
科
書
を 

取
り
出
し
、
教
室
の
出
口
に
向
か
う
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 44 

美
子
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 
 

 

教
室
を
出
て
行
く
美
子
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 
黒
崎
、
廊
下
を
見
る
と
、
仲
良
く
歩
く
美
子 

と
、
緒
方
の
後
ろ
姿
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
手
に
持
っ
て
い
た
チ
ョ
ー
ク
を
離
し 

て
し
ま
う
。 

チ
ョ
ー
ク
が
床
に
落
ち
、
折
れ
て
し
ま
う
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
折
れ
た
チ
ョ
ー
ク
を
見
て
、
拾
い
あ 

げ
、
黒
板
の
穴
の
中
に
入
れ
る
。
マ
グ
ネ
ッ 

ト
を
取
り
、
プ
リ
ン
ト
も
ど
か
す
。 

 
 

 

「
市
野
瀬
さ
ん
が
好
き
」
の
文
字
を
見
る
。 

黒
崎
「…
…

」 

 
 

 

黒
板
消
し
を
取
り
文
字
を
消
す
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

中
々
、
綺
麗
に
消
え
な
い
。 

黒
崎
「…

…

」 
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教
室
に
山
口
が
入
っ
て
来
る
。 

山
口
「
あ
、
黒
崎
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

う
っ
す
ら
見
え
る
「
市
野
瀬
さ
ん
が
好
き
」 

山
口
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
消
し
で
消
そ
う
と
す
る
黒
崎
。 

山
口
「
あ
の
さ
」 

 
 

 

手
を
止
め
る
黒
崎
。 

山
口
「
俺
さ
、
黒
板
の
事
、
よ
く
分
か
ん
ね
ぇ
け
ど
。 

別
に
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
お
く
必
要
は
無
い
ん
じ 

ゃ
な
い
か
な
」 

黒
崎
「…

…

」 

山
口
「
う
ん
。
分
か
ん
ね
ぇ
け
ど
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
消
し
を
黒
板
の
溝
に
置
く
。 

 

〇
同
・
廊
下
（
朝
） 

 
 

 

静
か
な
廊
下
。 

 

〇
同
・
教
室 
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教
壇
に
立
つ
田
中
。
国
語
の
授
業
が
行
わ
れ 

て
い
る
。 

一
生
懸
命
、
板
書
す
る
美
子
。 

窓
の
景
色
を
見
て
い
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
の
右
端
の
下
に
は
、
う
っ
す
ら
「
市
野 

瀬
さ
ん
が
好
き
」
の
文
字
。 

 
 

 

そ
の
文
字
を
見
て
い
る
住
子
。 

住
子
「…

…

」 

 
 

 

住
子
の
前
の
席
の
女
子
生
徒
Ａ
が
、
後
ろ
を 

 
 

 

振
り
返
り
小
声
で
、 

女
子
生
徒
Ａ
「
黒
板
の
右
端
、
見
え
ま
す
？
」 

住
子
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
？
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
誰
が
書
い
た
の
か
な
？
」 

住
子
「…

…

き
っ
と
、
今
野
さ
ん
。
今
野
さ
ん
、
市 

野
瀬
さ
ん
の
金
魚
の
糞
だ
か
ら
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
あ
ぁ
、
な
る
ほ
ど
」 

住
子
「
前
、
向
い
て
。
授
業
中
だ
よ
」 

女
子
生
徒
Ａ
「
ご
め
ん
」 

 
 

 

前
を
向
く
女
子
生
徒
Ａ
。 
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住
子
「…

…

」 

 

〇
同
・
外
観
（
昼
） 

 
 

 

Ｔ
「
１
月
」 

 

〇
同
・
教
室
前 

 
 

 

教
室
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
黒
崎
。 

 
 

 

机
で
勉
強
を
し
て
い
る
美
子
を
見
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
は
少
し
汚
い
。 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
廊
下
（
昼
） 

 
 

 

Ｔ
「
２
月
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

少
し
汚
い
黒
板
の
前
に
立
つ
真
中
と
男
子
生 

徒
Ａ
。 

真
中
が
黒
板
に
爪
を
立
て
て
、
不
愉
快
な
音 

を
出
す
。 
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男
子
生
徒
Ａ
「
や
め
ろ
よ
、
そ
れ
！
」 

真
中
「
お
前
が
、
金
を
貸
す
と
言
う
ま
で
、
止
め
な 

い
か
ら
な
！
」 

 
 

 

教
室
中
に
不
愉
快
な
音
が
響
く
。 

女
子
生
徒
Ａ
「
ち
ょ
っ
と
、
止
め
て
よ
！
」 

 
 

 

黒
崎
は
、
窓
の
景
色
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

隣
の
席
に
座
っ
て
い
る
美
子
、
黒
崎
を
見
る
。 

美
子
「…

…

」 

 
 

 

後
ろ
か
ら
、
智
美
が
、 

智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
！
次
、
体
育
だ
よ
」 

美
子
「
あ
、
う
ん
」 

智
美
「
ほ
ら
行
こ
う
。
真
中
の
奴
、
う
る
さ
い
し
」 

美
子
「
う
、
う
ん
」 

 
 

 

教
室
の
出
口
に
向
か
う
美
子
と
、
智
美
。 

 
 

 

美
子
、
途
中
で
振
り
返
り
、
黒
崎
を
見
る
。 

 
 

 

黒
崎
は
窓
の
景
色
を
見
た
ま
ま
。 

黒
崎
「…

…

」 

美
子
「…

…

」 

 
 

 

悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
教
室
を
出
て
行
く
美 

子
。 
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美
子
の
顔
を
一
瞬
見
て
し
ま
っ
た
住
子
。 

住
子
「…

…

」 

 
 

 

真
中
の
元
に
歩
み
寄
る
黒
崎
。 

真
中
「
も
う
一
回
、
や
ろ
う
か
？
」 

男
子
生
徒
Ａ
「
頼
む
か
ら
、
止
め
て
く
れ
よ
」 

 
 

 

真
中
、
黒
板
に
爪
を
立
て
る
。 

黒
崎
「
お
い
！
（
大
き
な
声
で

）
」 

真
中
「
う
ん
？
」 

黒
崎
「
止
め
ろ
よ
」 

真
中
「
あ…

…

」 

黒
崎
「
黒
板
が
嫌
が
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」 

真
中
「…

…

」 

男
子
生
徒
Ａ
「…

…

ほ
ら
止
め
ろ
よ
」 

真
中
「
う
、
う
ん
。
何
か
ゴ
メ
ン
」 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

教
室
を
出
て
行
く
真
中
と
男
子
生
徒
Ａ
。 

 
 

 

住
子
、
黒
崎
の
元
に
歩
み
寄
る
。 

住
子
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

黒
崎
「…

…

は
い
」 

住
子
「…

…

黒
板
掃
除
し
て
よ
」 
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黒
崎
「
え
？
」 

住
子
「
あ
ん
た
、
市
野
瀬
さ
ん
の
為
に
黒
板
掃
除
し 

 

て
た
ん
で
し
ょ
」 

黒
崎
「
え
？
何
で
、
そ
れ
を
」 

住
子
「
あ
ん
た
を
見
て
れ
ば
、
分
か
る
か
ら
」 

黒
崎
「…

…
」 

住
子
「
好
き
な
ん
で
し
ょ
。
市
野
瀬
さ
ん
も
、
黒
板 

も
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
好
き
な
ら
、
悲
し
ま
せ
た
り
し
た
ら
ダ
メ
で 

し
ょ
」 

黒
崎
「…

…

」 

住
子
「
黒
板
の
次
は
、
市
野
瀬
さ
ん
の
為
に
行
動
し 

た
ら
？
」 

黒
崎
「…

…

」 

 

○ 

同
・
廊
下 

 
 

 

廊
下
を
歩
く
美
子
と
智
美
。 

智
美
「
最
近
、
黒
板
汚
い
と
思
わ
な
い
？
」 

美
子
「
う
、
う
ん
」 
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智
美
「
そ
う
い
え
ば
、
黒
崎
君
が
黒
板
掃
除
を
し
て 

る
所
、
最
近
、
見
て
な
く
な
い
？
」 

美
子
「
確
か
に
」 

智
美
「
市
野
瀬
さ
ん
、
何
か
知
ら
な
い
？
」 

美
子
「
え
？
」 

 

〇
同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
男
子
生
徒
達
。 

 
 

 

黒
崎
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端
で
座
っ
て
、
サ 

ッ
カ
ー
を
見
て
い
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
崎
の
元
に
、
ボ
ー
ル
が
転
が
っ
て
く
る
。 

 
 

 

ボ
ー
ル
を
手
に
取
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

緒
方
が
黒
崎
の
元
へ
走
っ
て
来
る
。 

緒
方
「
黒
崎
！
」 

 
 

 

立
ち
上
が
る
黒
崎
。 

緒
方
「
何
や
っ
て
る
ん
だ
よ
。
お
前
も
参
加
し
ろ
よ
」 

黒
崎
「
え
？
」 

緒
方
「
え
？
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
早
く
」 
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黒
崎
「
あ…

…

」 

緒
方
「
ほ
ら
、
早
く
」 

黒
崎
「
う
、
う
ん
」 

 
 

 

黒
崎
、
ボ
ー
ル
を
緒
方
に
渡
す
。 

 
 

 
緒
方
、
ボ
ー
ル
を
男
子
生
徒
達
の
所
に
蹴
り 

だ
す
。 

緒
方
「
黒
崎
は
俺
の
チ
ー
ム
な
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 
 

 

黒
崎
と
緒
方
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
男
子 

生
徒
達
の
所
へ
走
り
出
す
。 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

美
子
と
智
美
、
遠
く
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い 

 
 

 

る
男
子
生
徒
達
を
見
て
い
る
。 

美
子
「…

…

」 

智
美
「
行
こ
う
か
」 

美
子
「
笑
っ
て
る
」 

智
美
「
え
？
」 

美
子
「
黒
崎
君
が
笑
っ
て
る
」 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
黒
崎
は
笑
顔
。 

智
美
「
本
当
だ
。
初
め
て
見
た
か
も
」 
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美
子
「…

…

（
美
子
も
笑
顔

）
」 

 
 

 

黒
崎
、
山
口
に
パ
ス
を
す
る
。 

黒
崎
「…

…

（
笑
顔
で

）
」 

 
〇
同
・
男
子
更
衣
室 

 
 

 

着
替
え
て
い
る
黒
崎
。 

 
 

 

緒
方
が
、
黒
崎
に
ジ
ュ
ー
ス
を
渡
す
。 

緒
方
「
は
い
」 

黒
崎
「
え
？
い
い
よ
」 

緒
方
「
い
い
か
ら
飲
め
よ
」 

黒
崎
「
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

ジ
ュ
ー
ス
を
受
け
取
る
黒
崎
。 

緒
方
「
サ
ッ
カ
ー
楽
し
か
っ
た
だ
ろ
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

緒
方
「
山
口
が
さ
黒
崎
の
事
を
気
に
し
て
て
さ
」 

黒
崎
「…
…

」 

緒
方
「
何
か
、
ゴ
メ
ン
な
。
も
っ
と
早
く
に
一
緒
に 

 

サ
ッ
カ
ー
出
来
た
ら
良
か
っ
た
の
に
」 

黒
崎
「
い
や
、
俺
、
体
育
の
授
業
の
時
、
教
室
に
い 

た
か
ら
」 
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緒
方
「
ず
っ
と
？
」 

黒
崎
「
出
席
の
時
だ
け
い
て
、
そ
れ
以
外
は
教
室
に
」 

緒
方
「
黒
板
掃
除
か
」 

黒
崎
「
で
も
最
近
は
辞
め
た
ん
だ
」 

緒
方
「…

…

市
野
瀬
が
さ
、
何
か
残
念
が
っ
て
た
よ
」 

黒
崎
「…

…
市
野
瀬
さ
ん
が
？
」 

緒
方
「
う
ん
。
元
カ
ノ
な
ん
だ
け
ど
さ
」 

黒
崎
「…

…

」 

緒
方
「
こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
話
し
た
ら
、
黒
崎
の 

話
に
な
っ
て
」 

黒
崎
「
僕
の
？
」 

緒
方
「
う
ん
。
黒
崎
君
が
最
近
元
気
が
無
い
っ
て
」 

黒
崎
「…

…

」 

緒
方
「
ま
た
黒
板
を
掃
除
し
て
欲
し
い
っ
て
」 

黒
崎
「…

…

」 

緒
方
「
市
野
瀬
の
為
に
も
さ
、
も
う
一
度
、
黒
板
職 

人
に
復
活
し
て
く
れ
よ
」 

黒
崎
「…

…

」 

 

〇
同
・
廊
下 
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廊
下
を
歩
く
黒
崎
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

教
室
に
入
っ
て
き
た
黒
崎
。 

 
 

 
少
し
汚
い
黒
板
を
見
る
。 

黒
崎
「…

…
」 

 
 

 

黒
板
に
向
か
う
黒
崎
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
消
し
を
手
に
取
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

黒
板
を
黒
板
消
し
で
拭
き
始
め
る
。 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
黒
板
を
綺
麗
に
し
て
い 

く
黒
崎
。 

住
子
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 

 

黒
崎
、
振
り
返
る
と
住
子
が
立
っ
て
い
る
。 

住
子
「…

…

も
う
チ
ョ
ー
ク
と
か
使
わ
な
い
で
よ
」 

黒
崎
「
え
？
あ
、
は
い
」 

住
子
「…

…

あ
ん
た
で
し
ょ
、
こ
の
前
“
好
き
” 

 

と
か
黒
板
に
書
い
た
の
」 
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黒
崎
「…

…

は
い
」 

住
子
「
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
よ
」 

 
 

 

前
の
入
り
口
か
ら
教
室
を
出
て
行
く
住
子
。 

 
 

 

後
ろ
の
入
り
口
か
ら
、
美
子
が
教
室
に
入
り
、 

黒
崎
の
元
に
歩
み
寄
る
。 

美
子
「
黒
崎
君
」 

黒
崎
「…

…

」 

美
子
「
私
も
一
緒
に
黒
板
掃
除
し
て
い
い
？
」 

黒
崎
「…

…

う
ん
」 

 
 

 

黒
崎
、
黒
板
消
し
を
美
子
に
手
渡
す
。 

 
 

 

受
け
取
る
美
子
。 

美
子
「
あ
り
が
と
う
」 

黒
崎
「…

…

（
少
し
笑
顔

）
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

廊
下
を
歩
く
住
子
。 

 
 

 

後
ろ
か
ら
女
子
生
徒
Ａ
が
、 

女
子
生
徒
Ａ
「
高
橋
さ
ん
！
い
い
ん
で
す
か
？
」 

住
子
「
い
い
よ
。
別
に
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」 

女
子
生
徒
Ａ
「…

…

い
や
、
黒
崎
君
が
黒
板
を
掃
除 
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を
し
て
る
の
」 

住
子
「…

…

あ
ぁ
、
い
い
よ
。
ど
う
せ
、
あ
の
人
に 

は
黒
板
し
か
無
い
ん
だ
か
ら
」 

 
〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
消
し
で
黒
板
を
綺
麗
に
す
る
美
子
。 

 
 

 

黒
崎
も
、
黒
板
消
し
で
黒
板
を
綺
麗
に
す
る
。 

美
子
「
高
橋
さ
ん
か
ら
、
黒
崎
君
が
黒
板
掃
除
を
再 

開
す
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
聞
い
て
ね
」 

黒
崎
「
そ
う
な
ん
だ
」 

美
子
「
ま
た
黒
板
掃
除
し
て
く
れ
て
嬉
し
い
」 

黒
崎
「
僕
も
嬉
し
い
」 

美
子
「…

…

」 

 
 

 

少
し
沈
黙
が
あ
り
、 

黒
崎
「
好
き
な
市
野
瀬
さ
ん
と
黒
板
掃
除
が
出
来
て
」 

美
子
「…
…

う
ん
。
私
も
（
微
笑
む

）
」 

黒
崎
「…

…

（
微
笑
む

）
」 

美
子
「…

…

コ
ツ
と
か
あ
る
の
？
」 

黒
崎
「
あ
ま
り
、
力
を
入
れ
な
い
事
か
な
」 

美
子
「
こ
う
？
」 
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黒
崎
「
そ
う
そ
う
、
上
手
」 

美
子
「
私
も
黒
板
職
人
に
な
れ
る
か
な
？
」 

黒
崎
「
う
ん
、
な
れ
る
と
思
う
」 

美
子
「
本
当
？
」 

黒
崎
「
絶
対
な
れ
る
よ
」 

美
子
「
そ
う
か
な
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

美
子
「…

…

楽
し
い
ね
」 

黒
崎
「
う
ん
」 

 

〇
同
・
廊
下
（
夕
方
） 

 
 

 

Ｔ
「
３
月
」 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

黒
板
の
前
に
立
っ
て
い
る
黒
崎
。 

黒
崎
「…
…

」 

 
 

 

一
礼
す
る
。 

 
 

 

頭
を
上
げ
て
、 

黒
崎
「…

…

」 

 
 

 

教
室
を
出
て
行
く
黒
崎
。 
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黒
板
は
と
て
も
綺
麗
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
完
） 


